
第
８
回
本
部
執
行
委
員
会

は
、
４
月
13
日
（
土
）
11
時

10
分
よ
り
本
部
１
階
会
議
室

で
開
催
さ
れ
た
。

経
過
報
告
と
議
事
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
拡
大

（
経
営
協
議
会
）

・
事
業
計
画
、
営
業
施
策
に

関
す
る
付
議
に
つ
い
て
、

効
率
化
施
策

（
団
体
交
渉
）

・
19
春
闘
（
Ｊ
Ｒ
四
国
、
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

（
県
協
定
期
委
員
会
・
春
闘

討
論
集
会
）

・
高
知

（
新
入
社
員
）

・
組
合
加
入
行
動
、
新
入
組

合
員
歓
迎
会
、
共
済
説
明

会
（
職
場
対
話
行
動
）

・
愛
媛
、
香
川
、
高
知

（
レ
ク
）

・
第
１
回
ハ
イ
キ
ン
グ

（
財
政
）

・
第
１
回
組
織
財
政
専
門
委

員
会

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
青
女
役
員
研
修
会

・
新
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
Ｐ
Ｔ

・
労
働
政
策
委
員
会

・
組
織
財
政
検
討
委
員
会

【
議
事
】

①
新
賃
金
、
諸
制
度
改
善
、

夏
季
手
当
の
妥
結
承
認
に

つ
い
て
（
Ｊ
Ｒ
四
国
、
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

②
２
０
１
９
年
度
の
夏
季
賞

与
要
求
の
基
本
的
な
考
え

方
に
つ
い
て
（
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
四
国
バ
ス
）

③
線
路
閉
鎖
工
事
に
伴
う
列

車
誤
認
に
つ
い
て

④
第
38
回
定
期
大
会

・
選
挙
管
理
委
員
会
の
設
置

に
つ
い
て

・
第
１
回
選
挙
管
理
委
員
会

の
開
催
に
つ
い
て

⑤
Ｊ
Ｒ
連
合
青
年
・
女
性
委

員
会
「
第
24
回
ユ
ー
ス
ラ

リ
ー
」
の
開
催
に
つ
い
て

⑥
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
「
ユ
ー

ス
コ
ー
ス
」
の
開
催
に
つ

い
て

⑦
粟
島
「
城
の
山
」
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
実
施
に
つ

い
て

⑧
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て

⑨
そ
の
他

・
次
期
（
第
９
回
）
執
行
委

員
会
の
開
催
に
つ
い
て

・
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期

間
中
に
お
け
る
本
部
へ
の

連
絡
体
制
に
つ
い
て

・
そ
の
他

職
場
対
話
行
動
は
、
４
月

８
日
の
東
予
地
区
を
皮
切
り

に
、
中
濱
執
行
委
員
長
を
は

じ
め
本
部
各
担
当
役
員
及
び

支
部
役
員
に
よ
り
四
国
四
県

全
て
の
職
場
を
対
象
に
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

集
会
は
、
春
闘
・
夏
季
手

当
の
団
体
交
渉
及
び
事
業
計

画
・
効
率
化
施
策
の
経
営
協

議
会
を
は
じ
め
、
直
近
の
取

り
組
み
や
当
面
す
る
諸
課
題

に
つ
い
て
本
部
か
ら
報
告
す

る
と
と
も
に
、
職
場
に
お
け

る
組
合
員
の
生
の
声
を
聞
き
、

今
後
の
取
り
組
み
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

集
会
に
参
加
し
た
組
合
員

か
ら
は
、
２
０
１
９
年
度
事

業
計
画
及
び
駅
・
ワ
ー
プ
プ

ラ
ザ
の
効
率
化
施
策
な
ど
の

会
社
施
策
を
は
じ
め
、
要
員

不
足
や
設
備
・
制
度
改
善
な

ど
の
職
場
諸
問
題
、
安
全
・

安
定
輸
送
の
確
立
に
向
け
た

課
題
、
組
織
問
題
や
政
策
課

題
に
対
す
る
取
り
組
み
な
ど
、

多
く
の
要
望
や
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

集
会
で
出
さ
れ
た
課
題
や

問
題
点
は
集
約
・
精
査
し
、

今
後
の
団
体
交
渉
や
経
営
協

議
会
等
を
通
じ
て
反
映
さ
せ

て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

職
場
対
話
行
動
は
毎
年
恒

例
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
組

合
員
に
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
運
動

を
周
知
し
意
思
統
一
を
図
る

う
え
で
も
重
要
な
活
動
と
位

置
付
け
て
お
り
、
今
後
も
継

続
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

第
90
回
メ
ー
デ
ー
は
、
４
月
27
日
（
土
）
に
愛
媛
地
区
、
高
知
地
区
及
び
徳
島
地

区
、
４
月
28
日
（
土
）
に
香
川
地
区
、
５
月
１
日
（
水
）
に
池
田
地
区
等
で
そ
れ
ぞ

れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
連
合
香
川
は
坂
出
市
の
瀬
戸
大
橋
記
念
公
園
で
、
10
時
か
ら
「
２
０

１
９
ワ
ー
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
、
連
合
に
結
集
す
る
多
数
の
組
合
員
が

参
加
を
し
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
挨
拶
に
立
っ
た
連
合
香
川
の
森
会
長
は
、
「
統
一
地
方
選
挙

で
は
、
連
合
香
川
の
推
薦
候
補
者
25
名
を
当
選
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
夏
の
参

議
院
議
員
選
挙
に
お
い
て
も
『
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
』
実
現
の
た
め
、

推
薦
候
補
者
の
当
選
に
向
け
取
り
組
も
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

今
回
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
構
成
組
織
に
よ
る
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
Ｊ
Ｒ

連
合
香
川
県
協
議
会
が
設
置
し
た
「
プ
ラ
レ
ー
ル
」
に
は
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が

集
ま
り
賑
わ
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
松
山
・
西
条
・
徳
島
・
池
田
・
高
知
の
各
会
場
に
お
い
て
も
Ｊ
Ｒ
四

国
労
組
の
組
合
員
が
参
加
し
、
働
く
仲
間
の
生
活
改
善
を
訴
え
ま
し
た
。

笑
顔
あ
ふ
れ
る
未
来
を
つ
く
ろ
う

す
べ
て
の
仲
間
の
連
帯
で
！

【
コ
ラ
ム
】

メ
ー
デ
ー
は
１
８
８
６
年

５
月
１
日
に
ア
メ
リ
カ
・
シ

カ
ゴ
で
労
働
者
が
労
働
条
件

の
改
善
を
求
め
て
ス
ト
ラ
イ

キ
を
起
こ
し
た
こ
と
に
由
来

し
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
１
９
２
０
年

に
東
京
・
上
野
公
園
で
第
１

回
メ
ー
デ
ー
が
開
催
さ
れ
、

第
二
次
世
界
大
戦
中
は
一
時

中
断
し
ま
し
た
が
、
労
働
者

の
地
位
や
労
働
条
件
の
向
上

な
ど
、
社
会
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
信
し
続
け
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
組
合
員
同
士

の
交
流
の
場
や
、
家
族
も
楽

し
め
る
イ
ベ
ン
ト
に
発
展
す

る
な
ど
、
時
代
と
と
も
に
変

化
し
て
い
ま
す
。



学
習
会
と

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
開
催
！

私
た
ち
多
度
津
運
転
区
分

会
で
は
、
４
月
４
日
に
学
習

会
と
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
開

催
し
ま
し
た
。

学
習
会
で
は
、
吉
岡
分
会

長
よ
り
春
季
生
活
闘
争
の
経

過
や
、
職
場
諸
問
題
・
ダ
イ

ヤ
改
正
に
つ
い
て
の
問
題
提

起
を
受
け
、
参
加
し
た
組
合

員
か
ら
は
活
発
な
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

学
習
会
終
了
後
に
は
組
合

員
の
家
族
も
加
わ
り
、
総
勢

33
名
で
、
暖
か
い
春
の
陽
気

の
中
を
高
松
駅
か
ら
桜
の
花

が
満
開
の
玉
藻
公
園
ま
で
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
を
行
い
、
心
地
よ

い
風
が
吹
く
中
、
目
的
地
ま

で
散
策
し
ま
し
た
。

爽
や
か
な
汗
を
か
い
た
後

に
は
お
花
見
へ
と
移
り
、
オ
ー

ド
ブ
ル
な
ど
の
料
理
を
堪
能

し
な
が
ら
お
互
い
の
親
睦
を

深
め
あ
い
、
よ
り
一
層
組
織

の
充
実
と
活
性
化
を
行
う
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

今
後
も
有
意
義
な
サ
ー
ク

ル
活
動
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

多
度
津
運
転
区
分
会

新
田

真
司

安
全
祈
願
参
拝
を
開
催
！

多
度
津
運
転
区
分
会
で
は
、

恒
例
の
年
頭
行
事
で
あ
る

「
金
刀
比
羅
宮
・
安
全
祈
願

参
拝
」
「
多
度
津
運
転
区
分

会
新
春
団
結
旗
開
き
」
を
１

月
30
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
で
は
、
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
参
加
し
た

組
合
員
は
元
気
よ
く
階
段
を

駆
け
上
が
り
、
今
年
一
年
の

「
作
業
安
全
」
の
お
祓
い
を

う
け
、
分
会
に
結
集
す
る
全

て
の
組
合
員
の
無
事
故
と
無

病
息
災
を
祈
願
し
ま
し
た
。

そ
の
後
開
催
し
た
分
会
旗

開
き
は
、
吉
岡
分
会
長
の
挨

拶
・
決
意
表
明
で
始
ま
り
、

ご
来
賓
の
ご
挨
拶
を
頂
い
た

後
、
岡
田
乗
務
員
会
長
の
乾

杯
で
懇
親
会
へ
と
移
り
ま
し

た
。
51
名
の
参
加
者
は
、
気

持
ち
も
新
た
に
、
お
互
い
に

親
睦
を
深
め
、
成
功
裡
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
も
、
組
織
の
強
化
と

活
性
化
に
向
け
た
行
事
・
サ
ー

ク
ル
活
動
に
区
員
一
丸
と
な
っ

て
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

多
度
津
運
転
区
分
会

山
本

剛

復
興
支
援
レ
ク
を
開
催
！

私
た
ち
Ｊ
Ｒ
連
合
香
川
県

協
議
会
は
、
12
月
２
日
に
復

興
支
援
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
「
リ
カ
バ
リ
ー
10
」
商
品

を
活
用
し
て
実
施
し
、
香
川

支
部
・
本
社
支
部
の
組
合
員

や
家
族
を
含
め
総
勢
１
３
６

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

組
合
員
の
家
族
に
も
ご
参

加
い
た
だ
き
、
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
日

頃
の
疲
れ
を
温
泉
で
癒
し
、

豪
華
な
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち

な
が
ら
、
職
場
の
系
統
を
超

え
て
交
流
を
図
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

家
族
の
組
合
活
動
へ
の
ご

理
解
・
ご
協
力
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
各
分
会
の
横
の

繋
が
り
も
強
く
な
る
良
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
連
合
香
川
県
協
議
会

杉
本

慶
太

花
見
開
催
!!
２
０
１
９

私
た
ち
松
山
運
転
所
分
会

で
は
、
４
月
１
日
～
３
日
の

３
日
間
、
道
後
公
園
に
お
い

て
花
見
を
開
催
し
、
総
勢
92

名
の
組
合
員
が
参
加
し
ま
し

た
。昨

年
、
オ
ー
ド
ブ
ル
と
弁

当
を
準
備
し
た
も
の
の
食
べ

き
れ
ず
残
し
て
し
ま
っ
た
教

訓
を
生
か
し
、
今
年
は
オ
ー

ド
ブ
ル
に
お
つ
ま
み
と
控
え

め
に
し
、
代
わ
り
に
お
酒
の

量
を
少
し
増
や
し
て
み
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
食
べ
残
し

も
飲
み
残
し
も
な
く
気
持
ち

良
く
花
見
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

素
晴
ら
し
い
景
色
の
中
、

年
齢
や
世
代
を
超
え
皆
で
大

い
に
盛
り
上
が
り
、
楽
し
く

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
事

が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
よ
う
な
レ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
開

催
し
、
組
合
員
が
一
丸
と
な

り
元
気
で
明
る
い
職
場
作
り

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

松
山
運
転
所
分
会

豊
嶋

亮

復
興
支
援

増
収
レ
ク
を
開
催
！

私
た
ち
徳
島
管
理
駅
分
会

は
、
１
月
30
日
と
２
月
８
日

の
２
日
間
、
「
復
興
支
援
あ

じ
な
散
歩
道
」
を
利
用
し
た

増
収
レ
ク
を
開
催
し
、
高
知

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
で
四
万
十
米

豚
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
と
ビ
ュ
ッ

フ
ェ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

高
知
県
出
身
の
笹
岡
さ
ん

を
筆
頭
に
、
徳
島
管
理
駅
管

内
の
酒
豪
が
集
結
し
、
美
味

し
い
お
酒
と
料
理
を
堪
能
し

な
が
ら
、
皆
で
語
り
合
い
交

流
を
深
め
ま
し
た
。
ち
な
み

に
、
私
は
酒
豪
と
い
う
に
は

程
遠
い
レ
ベ
ル
の
た
め
、
補

欠
組
と
し
て
２
日
目
に
参
加

し
ま
し
た
。

私
た
ち
徳
島
管
理
駅
分
会

は
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
増

収
活
動
を
開
催
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

徳
島
管
理
駅
分
会

岩
水

謙
典

「リ
カ
バ
リ
ー
10
」

増
収
レ
ク
を
開
催
！

高
知
支
部
で
は
、
２
月
19

日
～
22
日
の
４
日
間
、
「
リ

カ
バ
リ
ー
10
」
へ
の
取
り
組

み
と
組
織
の
活
性
化
の
た
め
、

あ
じ
な
散
歩
道
「
高
知
パ
レ

ス
ホ
テ
ル
」
を
利
用
し
た
レ

ク
を
開
催
し
ま
し
た
。

年
度
末
を
控
え
た
４
日
間

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
総
勢

54
名
に
参
加
い
た
だ
き
き
ま

し
た
。
日
頃
は
中
々
顔
を
合

わ
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん

が
、
今
回
の
レ
ク
で
、
皆
さ

ん
そ
れ
ぞ
れ
の
話
題
に
花
が

咲
き
、
各
日
と
も
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
高
知
支

部
組
合
員
の
友
好
と
親
睦
を

深
め
、
組
織
の
活
性
化
に
つ

な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

を
有
効
に
活
用
し
、
組
合
員

が
一
丸
と
な
っ
た
職
場
づ
く

り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

高
知
支
部

河
野

憲
司

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
開
催
！

本
社
支
部
で
は
、
２
月
20

日
に
シ
ー
サ
イ
ド
ボ
ウ
ル
高

松
に
て
、
組
合
員
相
互
の
交

流
を
目
的
に
『
本
社
支
部
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
』
を
開
催
し
、

８
分
会
か
ら
総
勢
60
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

日
頃
の
ス
ト
レ
ス
（
？
）

を
ボ
ー
ル
に
込
め
、
全
力
で

プ
レ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
ト
ラ
イ
ク
が
出
た

際
に
は
大
き
な
歓
声
が
上
が

り
、
会
場
全
体
が
熱
気
で
溢

れ
て
い
ま
し
た
。

今
後
も
多
く
の
組
合
員
が

参
加
し
や
す
い
行
事
を
企
画

し
、
組
織
の
強
化
・
拡
大
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

本
社
支
部

下
野

桂
馬

３
月
17
日
（
日
）
、
Ｊ
Ｒ

四
国
労
組
本
部
主
催
「
第
１

回
ハ
イ
キ
ン
グ
レ
ク
」
が
開

催
さ
れ
、
四
国
各
地
よ
り
組

合
員
及
び
家
族
あ
わ
せ
て
33

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

香
川
県
善
通
寺
市
「
五
岳

の
里
市
民
集
い
の
丘
公
園
」

に
集
ま
っ
た
参
加
者
は
、
四

国
霊
場
73
番
札
所
「
出
釈
迦

寺
（
し
ゅ
っ
し
ゃ
か
じ
）
奥

の
院
」
を
目
指
し
意
気
揚
々

と
出
発
し
よ
う
と
し
た
の
も

束
の
間
、
春
雷
に
見
舞
わ
れ

雨
宿
り
を
す
る
こ
と
に
。
出

端
を
挫
か
れ
ま
し
た
が
、
雨

が
上
が
り
、
気
を
取
り
直
し

て
約
１
時
間
の
道
の
り
を
歩

き
ま
し
た
。

急
勾
配
の
坂
道
に
参
加
者

は
息
を
切
ら
せ
て
い
ま
し
た

が
、
標
高
約
３
６
０
メ
ー
ト

ル
の
奥
の
院
や
、
弘
法
大
師

の
伝
説
が
残
る
捨
身
ヶ
岳

（
し
ゃ
し
ん
が
た
け
）
か
ら

の
瀬
戸
内
海
を
見
渡
す
絶
景

に
、
参
加
者
の
疲
れ
は
吹
き

飛
び
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
で
は
、
今

後
も
組
合
員
だ
け
で
な
く
家

族
も
参
加
で
き
る
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
を
開
催
し
、
組
合
活

動
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
と
と
も
に
、
組
織
の
強
化

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

多
く
の
家
族
も
参
加
し
開
催
!!

青年女性会議
第２７回定期委員会の開催について

１ 日 時 ２０１９年７月２０日（土） １４時より

２ 場 所 ホテルアネシス瀬戸大橋
香川県綾歌郡宇多津町浜六番丁８１－１
電話：0877-49-2311

３ 議 題 (1) ２０１８年度経過報告
(2) ２０１９年度活動方針（案）
(3) その他

ＪＲ四国労組ホームページをご存知ですか？

ＪＲ四国労組新聞・各種ニュースなどを

パソコン・スマートフォンで閲覧できます！

アドレス http://jrsu.jrsis.com/

ＱＲコードでアクセス!! →


